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横田綏子先生は昭和56年に本学助教授として着任され、平成4年に同教授と

なられて今日に至った。その間23年にわたり、国際経済論担当教員として研究

と教育に精励され、学会および本学教育に貢献されてきた。同時に、法文学部

長、法文学部学生委員長、法学科長・同教室主任をはじめ、数多くの委員△委

員を歴任され、大学・学部運営に寄与されてきた。また,学外にあっては松江

市男女共同参画審議会委員などを任せられ、地域にも貢献されてきた。このた

び定年により本学を退職されるにあたり、『経済科学論集』はここに記念号を編

集して先生に謹呈し、いささかの感謝の意を表するとともに、先生のご健勝と

一層のご活躍を祈る次第である。

献 の辞

平成20年3月

島根大学法文学部長田坂郁夫

呈



横田綏子

学歴
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1967年3月

1970年4月

1972年3月

1972年4月

1978年3月
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香川大学経済学部入学

香川大学経済学部卒業

京都大学大学院経済学研究科修士課程入学

京都大学大学院経済学研究科修士課程修了

京都大学大学院経済学研究科博士後期課程入学

京都大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得退学

職歴

1981年4月

1992年4月

1999年4月

2004年4月

昭和18年8月29日生

島根大学助教授(法文学部)

島根大学教授(法文学部)

島根大学法文学部学生委員長(2000年3月まで)

島根大学法文学部長(2006年3月まで)

学会及び社会における活動等

1973年10目国際経済学会会員

1997年4月経済学教育学会会員



1981年4月

1986年4月

1997年4月

2000年1月

2002年7月

2003年5月

2003年5月

2004年7月

中四国商経学会会員

島根婦人少年室機会均等調停委員会委員(1994年まで)

松江女性協会理事・副会長(2003年3月まで)

島根県中小企業雇用改善労使連絡会委員(2002年1月まで)

松江市ガス事業経営検討委員会委員(2003年3月まで)

松江市男女共同参画審議会委員(2007年6月まで)

松江男女共同参画ネットワーク代表(2004年4月まで)

財団法人島根教育学術文化国際交流基金理事

(2006年7 上ほで)

松江市都市・住宅マスタープラン策定に係る松江都市ビジョ

ン懇談会委員(2007年12月まで)

2006年11月

業績

<者書>

1.「インフレーションの国際的展開」、島恭彦監修『講座現代経済学Ⅳ』、

青木書店、 1979年7月

2.「1930年代の国際金融」、関下稔・奥田宏司編『多国籍銀行とドル体制』、

有斐閣、 1985年2月

3.「国際通貨ドルの変容」、奥田宏司編『ドル体制の危機とジャパンマネー』、

青木書店、1992年Ⅱ月

4.「変動相場制下のドルとアメリカの外国為替政策」、横田茂編『アメリカ

経済を学ぶ人のために』、出界思想社、 1997年10月

5.「戦後の国際通貨制度の変遷」「ドル体制の形成と後退」、奥田宏司'横田

綏子.神沢正典編『国際金融のすべて』、法律文化社、1999年4月

6.陣斯妾の国際通貨制度」「ドル体制の形成と変遷」、奥田宏司・横田綏子

神沢正典編『現代国際金融一構図と解明一』、法律文化社、 2006年4月



<論文・論説等>

1.「アメリカの金買い入れをめぐる論争^ニューディールの金政策(1)

^」、『京都大学経済論叢』Ⅱ3巻2・3号

2.「1934年金準備法の評価をめぐって^ニューディールの金政策(2)ー、

『京都大学経済論叢』Ⅱ4巻1・ 2号、 1974年8月

3.「国際通貨協定の本質をめぐって^三国通貨同盟成立過程の検討を通じ

て^、『京都大学経済論争』 120巻3 ・ 4号、 1977年8月

4.「信用制度の軸点としての金」、『経済科学論集』第7号、 1981年10月

5.「変動相場制下におけるアメリカの資金循環構造の変化」、『経済科学論集』

第11号、 1986年3月

6.「最近の国際金融市場の変化に関する覚書」、『経済科学論集』第12号、1986

年10月

フ.「1980年代の国際通貨ドル」、『経済科学論集』第16号、 1990年1月

8.「アメリカの対外債務累積と国際金融市場の変化」、『経済』 314号、 1990

年6月

9.「国際通貨ドルの現代的特徴」、『経済科学論集』第18号、 19兜年1月

10.「90年代アメリカの外国為替政策」、『経済科学論集』第26号、 2000年3月

Ⅱ.「東アジア外貨準備の特質と東アジア金融協力」、『経済科学論集』第33号、

2007年3月

<その他>

1.「家事労働の現代的特長」、柴田悦子篇『現代生活と婦人』、大月書店、1981

年3 目

2.「婦人の発逹と家族の未来」、成瀬龍夫・小沢修司編『家族の経済学』青

木書店、 1985年7月
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